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研究成果の概要（和文）：本研究は、これまで３回実施してきた大規模パネル調査である「くらしと仕事に関す
るパネル調査」（LOSEF: Longitudinal Survey on Employment and Fertility）の第４回調査を実施するととも
に、同調査やその他関連するパネル調査から得られる豊富な履歴情報を活用することにより、出産・子育ての行
動分析、社会経済的地位の親子間継承、主観的厚生の変動要因、就業行動の動学的メカニズム、貧困リスクの発
生要因、引退・介護のライフスタイル・健康への影響等、「くらしと仕事」に関するパネル分析を行い、その結
果に基づいて社会的厚生の向上につながる効果的な政策提言を行った。

研究成果の概要（英文）：This study conducted the fourth wave of the Longitudinal Survey on 
Employment and Fertility (LOSEF), following three waves conducted under the previous KAKENHI 
research projects. Based on a rich set of information obtained from the LOSEF and other longitudinal
 survey data, we examined the dynamics of childbirth hand childcare, the association between pension
 benefits and elderly’s labor force participation, social determinants of health, and other related
 issues. We published the outputs of these studies in the forms of journal articles, books, as well 
as presentations at various academic conferences. In addition, some members of this research project
 made policy proposals based on the findings obtained from this research, especially regarding the 
policy reforms to enhance the elderly labor force participation.

研究分野： 公共経済学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
最近では、人々の経済行動や政策・制度変更の効果を分析する場合、同一個人の行動を数回にわたって追跡し、
その結果を分析するパネル分析が主流となっている。しかし、国内ではパネル調査の規模や対象範囲が限定的な
こともあり、研究蓄積は進んでいない。本研究では、このパネル分析を全面的に展開した。さらに、このパネル
分析の結果、健康の社会的決定要因など学際的な知見も数多く得た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１.研究開始当初の背景 
最近では、人々の経済行動や政策・制度変更の効果を分析する場合、パネル分析が主流とな

っている。同一時点（クロスセクション）における各経済変数の相関を見るだけでは不十分で
あり、クロスセクション分析で観測される相関関係には、観測できない要因の影響が反映さ
れ、バイアスが掛かっている可能性が高いからである。これに対して、パネル分析には、時点
間で変化しない個人の属性、いわゆる固定効果の影響が分析できるなどの長所があり、経済変
数間の相互関係や政策・制度変更が人々の行動に及ぼす効果をより正確に把握できる。 
こうしたパネル分析については、労働経済学、公共経済学、社会疫学など幅広い分野で実証

研究が数多く蓄積されている。しかし、国内ではパネル調査の規模や対象範囲が限定的なこと
もあり、研究蓄積はこれからといったところである。さらに、所得や学歴など社会経済的地位
の世代間継承のメカニズム解明も、社会階層の固定化や貧困の連鎖といった社会問題の深刻化
が危惧される中で、パネル分析が取り組むべき重要な研究課題となっている。 
 
２.研究の目的 
本研究は、参加メンバーが特別推進研究及び基盤研究（A）の下でこれまで３回実施してきた

大規模パネル調査である「くらしと仕事に関するパネル調査」（LOSEF：Longitudinal Survey on 
Employment and Fertility）の第４回調査を実施するとともに、同調査やその他関連するパネル 
調査から得られる豊富な履歴情報を活用することにより、出産・子育ての行動分析、社会経済的 
地位の親子間継承、主観的厚生の変動要因、就業行動の動学的メカニズム、貧困リスクの発生要 
因、引退・介護のライフスタイル・健康への影響等、「くらしと仕事」に関するパネル分析を行
い、その結果に基づいて社会的厚生の向上につながる効果的な政策提言を行うことを目的とし
ている。 
 
３.研究の方法 
 上記 LOSEF 調査を実施し、その結果に基づく実証分析を行うほか、厚生労働省「中高年者縦断
調査」など、その他の定評ある大規模社会調査を用いて多様なアプローチに基づく実証分析を行
った。 
 
４.研究成果 
本研究で得られた主な成果は、以下のようにまとめられる。 
(1)ワーク・ライフ・バランスと労働者の健康 
この研究からは、以下の 3点が明らかになった。第１に、仕事上の問題が家庭生活に及ぼす軋

轢（work-to-life conflict; WFC）と健康や健康行動との関係は、異時点間で変化しない個人属
性の影響を取り除いても確認できる。ただし、クロスセクション分析や前向きコホート分析の結
果に比べると、その度合いは幾分小さくなる。第 2に、WFC は、仕事上のさまざまな問題が労働
者のメンタルヘルスに及ぼす影響のうち、無視できない部分を媒介している。その媒介効果は、
仕事に対する要求度や要請される努力の場合、とりわけ大きい。第 3に、WFC と健康・健康行動
との関係は、男女間でほとんど変わらないが、WFC の媒介効果は女性のほうが男性より幾分大き
くなっている。 
ここでは、ワーク・ライフ・バランスの欠如が健康によってマイナス要因であることが、固定

効果分析でも確認され、ワーク・ライフ・バランスが雇用者の健康維持という観点からも重要な
政策課題であることが裏付けられた格好になっている。さらに、ワーク・ライフ・バランスと健
康との相関や、ワーク・ライフ・バランスが仕事上の問題がもたらす心理的な負担を媒介する度
合いは女性のほうが強く、ワーク・ライフ・バランスの改善は女性にとってより差し迫った政策
課題になっていることが示唆される。 

しかも、仕事に対する要求度や努力といった仕事ストレッサーの場合は、ワーク・ライフ・バ
ランスがその影響を媒介する度合いが大きい。女性にも男性と同じような役割を求めるように
なるということであれば、ワー
ク・ライフ・バランスの改善は女
性の健康維持にとってますます
重要となる。 
 
 (2)中高年の健康・健康行動のダ
イナミズム  
この研究からは、以下の 3点が

明らかになった。第１に、引退は
とりわけ男性の場合、健康や健康
状態の非連続的な変化を即座に
もたらすとともに、それらの変化
のペースにも影響を及ぼす（図
１）。例えば、余暇時間に運動する
確率は引退を契機にしてジャン



プするが、加齢による低下ペースも引退後に緩和する。第 2に、学歴による健康格差は加齢とと
もに拡大し、「累積的不利仮説」が支持される形になっている。第 3に、学歴による健康格差拡
大を媒介する要因としては、余暇時間での運動や喫煙といった健康行動だけでなく、社会活動へ
の参加の有無も重要である。 
引退は健康に対して基本的にプラスに作用する、というのがこの研究で得られた基本的知見

である。人々は、引退をきっかけとしてライフスタイルを健康的な方向に変える傾向がある。中
高年層の健康増進策を考える場合は、そこが狙い目になるだろう。時間的な自由度が高まる中高
年層をターゲットとした健康促進策を地方自治体等が中心となって展開すれば、人々の意識と
相俟って大きな効果を生む可能性がある。 
一方、学歴による健康格差が加齢とともに拡大することは、残念な事実だと言わざるを得ない。

ここでは、学歴を高卒以上と未満に二分しているが、とりわけ所得等の面で教育を受けることが
不利になった層に対する支援は、高齢時における健康格差拡大の予防策としても重要であるこ
とが示唆される。 
 
(3)家族介護とメンタルヘルス 

この研究からは、以下の 3点
が明らかになった。第 1に、家
族介護に携わることは、中高年
のメンタルヘルスにとって最
も重要なライフ・イベントであ
る。その重要性は、配偶者との
離死別や失業といったそのほ
かの要因を凌駕する。第 2に、
家族介護の長期化は、とりわけ
女性の介護者にとってメンタ
ルヘルスを悪化させる傾向が
ある（図 2）。第 3 に、介護期
間の長期化に伴うメンタルヘ
ルスの悪化は、介護の在り方に
大きく左右される。外での仕事
を辞め、同居する家族のために
長時間介護を続けると、介護者
のメンタルヘルスは悪化の一
途を辿る。 
要介護者の大幅な増加、「地域包括ケアシステム」における居宅介護への依存度の高まりを考

えると、介護者のメンタルヘルスの問題は今後なかなか改善しないだろう。公的な介護サービス
の在り方だけでなく、家族介護者のメンタルヘルスのケアも、介護政策における重要な課題にな
ることがこの研究から示唆されるところである。 
介護者支援の在り方についても、政策的に支援する余地は大きい。平均余命の延伸によって介

護期間の長期化も予想されるが、介護者が家庭内に閉じ込もり、社会的に孤立した形で介護に没
頭せざるを得ない状況を回避することを政策的に目指すべきである。家族介護への依存を続け
ざるをえないのであれば、公的な居宅サービスの拡充や家族介護者のメンタル・サポート、社会
とのつながりの維持などの対応が必要となる。 
 
(4)社会経済的要因の長期的影響 

この研究からは、以下の 3点が明らかになった。第 1に、子供期の貧困は、成人期における望
ましくない健康行動につながる可
能性が高い。とりわけ喫煙は、教育
を媒介する形で子供の貧困の影響
を受ける（図 3）。第 2 に、子供期
の貧困の影響には，子供期以降のさ
まざまな要因によって媒介されず、
成人期の健康行動を直接左右する
面が少なくない。第 3に、初職が不
安定な就業状態であれば、その後に
メンタルヘルスの悪化する傾向が、
特に男性において明確に確認でき
る。 
子供期の貧困が成人期の健康に

まで長期的な影響を及ぼすことは
先行研究でも明らかにされてきた
が、日本でもその傾向は明確に存在
する。社会経済的要因も世代間継承
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をする傾向があるので、健康格差の連鎖を断ち切るためには、「子供の貧困」問題の解決が最優
先の政策課題であることが強く示唆される。特に、子供期の貧困が子供期以降のさまざまな要因
によって媒介されず、成人期の健康行動にそのまま影響する度合いが強いという事実は、政策介
入の時期をできるだけ前倒しする必要性を示している。 
一方、初職がその後のメンタルヘルスをかなり規定するという事実は、非正規雇用がさまざま

な面で不利となり、しかも、いったん非正規になると正規への転化が極めて難しいという労働市
場の問題点を、労働者の健康という観点から提起している。社会政策面では、正規雇用をデフォ
ルトとした各種制度を見直す必要がある。特に、社会保険などの面で不正規雇用が不利になる状
況を改善するため、厚生年金や組合健保など被用者保険の適用範囲拡大などを検討すべきであ
ろう。 
 
(5)ソーシャル・キャピタルと健康・主観的厚生 
この研究からは、以下の 3点が明らかになった。第 1に、個人レベルのソーシャル・キャピタ

ルと健康とのプラスの相関は、異時点間で変化しない個人属性の影響を取り除くと、クロスセク
ション分析や前向きコホート分析の結果に比べて幾分小さくなる。第 2に、その小さくなる度合
いはソーシャル・キャピタルのタイプによって異なる。ボンディングは健康と有意な関係を維持
するが、ブリッジングの場合は、参加に個人の意思が大きく関わるためか、有意ではなくなる。
第 3に、地域レベルのソーシャル・キャピタルと幸福感との関係は、そのかなりの部分が個人レ
ベルのソーシャル・キャピタルによって媒介される（図 4）。 
ソーシャル・キャピタルと健康とのプラスの相関は過大評価される可能性が高く、ソーシャ

ル・キャピタルに健康増進効果を過度に期待すべきではない。とりわけ、個人レベルのソーシャ
ル・キャピタルは内生変数的な性格を持っており、健康との間に観測される相関の解釈には慎重
であるべきである。 

しかし、所得格差の拡大や貧困化がソ
ーシャル・キャピタルの形成や維持を阻
害し、それが健康面でマイナスの影響を
及ぼすという経路があるとすれば、ソー
シャル・キャピタルは再分配政策の健康
への影響を媒介する重要な役割を果たし
ていることになる。また、地域レベルのソ
ーシャル・キャピタルの健康へのメリッ
トの大半が、個人レベルでのアクセスや
関与があって初めて実現するという事実
も無視できない。自治体が町内会活動や
市民サークルを支援し、住民に参加を働
きかけたり、情報を提供したりすること
で、意外と低いコストで住民の健康促進
につながる可能性が示唆される。 
 
(6)多次元的貧困と健康 
この研究からは、以下の 3 点が明らかになった。第 1 に、一般的な健康状態の把握にとって

は、貧困の次元を所得に限定せず、教育などその他の次元に拡大することが重要である。第 2に、
多次元的貧困を貧困の重なり度合いを重視して定義するほど、健康状態が悪い個人を見つける
確率が高まるが、カバレッジが狭まるというトレード・オフの関係が統計的にも確認される。第
3 に、多次元的貧困は、多くの次元の貧困を「積集合」的に捉えるより、「和集合」的に捉え、
次元を広げて貧困に陥る可能性を考えるほうが有益な場合が多い。 
ここでは、少なくとも一般的な健康状態の把握の場合、貧困の次元を所得に限定すべきでない

ことが最も重要な政策的含意となっている。もちろん、所得面の貧困はきわめて重要な判断材料
であるが、それだけを見ていると健康面で問題を抱えている人を政策的に見落としてしまうこ
とになる。 
しかし、多次元的貧困の定義に際しては、健康状態との関連性と貧困のカバレッジというトレ

ード・オフが存在し、政策判断に委ねられるところが多い。本研究でも最適な定義を提示してい
るわけではないが、トレード・オフの形状を「多次元的貧困の有効フロンティア」で評価する限
り、貧困は「狭く」捉えるより、「広く」捉えたほうが健康問題を考えるうえで有益だと考えら
れる。 
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